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※端数処理により、合計が合わないことがあります

　市債の状況を下の表にまとめま

した。１１月１日号で２０年度末の市

債の状況をお知らせしましたが、

本年度上半期では、およそ２２億

５,０００万円を返済し、９月３０日現在

の借入残高は、一般会計、特別会

計、企業会計まで合わせて５７４億

６,００２万円、市民一人当たりでは１０３

万１,９５０円となっています。

　一方、９月末で基金は、２７億８,０４９

万円の財政調整基金、１７億６,９６３万

円の地域振興基金など一般会計分

の積み立てる基金で７８億６,５６８万円

となりました。

　このほか運用する基金として、

公共事業用地の先行取得を行う土

地開発基金や奨学資金を貸し付け

る奨学資金貸与基金があり、土地

代金や貸付金を含め、運用基金総

額は１２億１,５５５万円となりました。

　特別会計、企業会計まで含めた

基金総額は、１０８億８,９３８万円で、市

民一人当たり１９万５,５６７円となりま

す。

□市の借金は約５７５億円、市の貯金は約１０９億円

市民一人当たり現在高区分

６４万２,１６６円３５７億５,６４５万円一般会計

３１万７,０６９円１７６億５,４７４万円特別会計

７万２,７１５円４０億４,８８４万円企業会計

１０３万１,９５０円５７４億６,００２万円市債総計

市民一人当たり現在高区分
１７万０,８６０円９５億１,３６４万円積み立てる基金
１４万１,２６３円７８億６,５６８万円  一般会計に属する基金
２万９,５９６円１６億４,７９６万円　特別会計に属する基金
２万１,８３１円１２億１,５５５万円運用する基金
２,８７７円１億６,０１９万円企業会計の基金

１９万５,５６７円１０８億８,９３８万円基金総計

市の借金（市債）の状況 市の貯金（基金）の状況

　市税収入は、予算額に対して５９.３

�が納入されています。

　自動車取得税交付金や株式譲渡

所得割交付金、国庫支出金、県支出

金、市債などは、年度末に納入され

るため、非常に低い収入率となっ

ています。

　歳出について、定期的に支出す

る人件費や借金の返済（公債費）は、

支出率も順調ですが、建設事業な

どを多く持っている衛生費、農林

水産業費、土木費は、事業完了後の

支出が多くなるため、支出率は低

くなっています。

　また民生費は国民健康保険や介

護保険事業などの繰出金が下半期

に支払われることから、支出率が

低くなっています。

　一般会計においても、市全体の歳

入・歳出の状況と同様、収入率・支出

率とも例年通りとなっています。

□市税収入率は５９.３％

収入率収入済額現計予算額科目

５９.３％４１億９,０４７７０億６,４６５市税

３１.１％１億２,３９５３億９,８００地方譲与税

２８.９％１,０６９３,７００利子割交付金

２１.２％４２５２,０００配当割交付金

０％０４００株式等譲渡所得割交付金

６５.６％３億１,７５９４億８,４００地方消費税交付金

４７.５％６,１２２１億２,９００ゴルフ場利用税交付金

１９.９％２,９２８１億４,７００自動車取得税交付金

１３１.３％９,７１３７,４００地方特例交付金

７３.９％６０億６,２４０８２億０,０００地方交付税

５５.２％３８７７００交通安全対策特別交付金

３４.０％１億０,８７０３億１,９５４分担金及び負担金

３９.０％１億８,０３１４億６,２１４使用料及び手数料

３５.９％１４億９,３６５４１億６,１１９国庫支出金

１０.９％２億４,４１１２２億４,６７７県支出金

３８.７％５,０４５１億３,０３８財産収入

４１６.７％８０１９寄附金

０.９％２００２億３,０４６繰入金

１００％１４億０,１８１１４億０,１８１繰越金

３５.６％２億６,２８４７億３,８１４諸収入

１.７％８,１１０４６億９,７００市債

４７.６％１４７億２,６６０３０９億５,２２６合計

一般会計収入の状況

支出率支出済額現計予算額科目

４８.４％９,９６１２億０,５７４議会費

４１.８％２１億６,５２２５１億７,９４４総務費

３３.５％１９億５,８４０５８億４,８９９民生費

２３.６％１０億３,５４２４３億８,４４６衛生費

９０.３％４,７２４５,２３０労働費

２３.３％３億３,０４７１４億１,６８１農林水産業費

３６.８％２億３,９３７６億５,１２５商工費

１８.２％７億３,０９１４０億０,８１４土木費

４３.１％３億８,５８１８億９,４８９消防費

３４.１％１３億７,６９１４０億３,８７０教育費

４９.５％２０億２,２４０４０億８,６６０公債費

０.０％０３,０００予備費

０.０％０１億５,４９４災害復旧費

３３.６％１０３億９,１７６３０９億５,２２６合計

一般会計支出の状況（万円） （万円）
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本年度上半期の財政状況を公表
 一般会計・特別会計で予算の３５.３％を支出済み

　市では、市民の皆さんにより一

層、市政に対する理解と関心を深

めていただくため、定期的に市の

財政状況を公表しています。

　今回は、平成２１年４月１日から

９月３０日までの半年間の予算執行

および基金、地方債の状況をお知

らせします。

　　財務課（内線３５２）

□約５２億７千万円の増額補正

合計補正額当初予算額内訳

３０９億５,２２６万円４８億９,２２６万円２６０億６,０００万円一般会計

１３８億５，７１２万円２億４,１２２万円１３６億１,５９０万円特別会計

７１億０,０８０万円１億４,４１０万円６９億５,６７０万円企業会計  

５１９億１,０１８万円５２億７,７５８万円４６６億３,２６０万円合計

　本年度上半期の予算の状況を下

の表にまとめました。上半期、一

般会計は４８億９,２２６万円の増額（繰

越明許費の２４億３,１２３含む）、特別会

計は２億４,１２２万円、企業会計は１

億４,４１０万円の増額補正を行いまし

た。総額では一般会計が３０９億

５,２２６万円、特別会計は合計で１３８億

５，７１２万円、企業会計は７１億８０万円

となりました。

　補正予算の主な内訳は、５月に

は人事院勧告による職員給与の減

額補正を５,０００万円。６月には緊急

雇用対策、まち並み整備事業など

で１億３,３００万円を増額補正しまし

た。７月には地域活性化対策とし

て小中学校の地デジ化や生活道路

の安全確保などに約１１億２,０００万

円、９月には明智保育園建設のた

めの用地費などに１億８,６９４万円の

増額補正を行いました。

　また特別会計では、介護保険特

別会計（事業勘定）で前年度介護給

付費負担金の精算で４,７７４万円の増

額、公共下水道事業特別会計で管

きょ布設工事費など４,２９５万円の増

額補正を行いました。

□一般会計４７.６％が収入済み

収入率４７.６％

収入率２９.３％

収入率３９.１％

支出率３３.６％

支出率３９.１％

支出率３６.７％

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む　※企業会計の予算額は歳出予算

補正予算の状況

一般会計

支出の状況

特別会計

企業会計

０ １００ ２００ ３００ （億円）

（万円）
予算額
支出済額

３０９億５,２２６

１０３億９,１７６

７１億０,０８０

２６億０,８０１

１３８億５,７１２

５４億１,６５９

一般会計

収入の状況

特別会計

企業会計

０ １００ ２００ ３００ （億円）

（万円）
予算額
収入済額

３０９億５,２２６

１４７億２,６６０

６５億５,５０３

２５億６,３７５

１３８億５,７１２

４０億６,１６８

　一般会計では、収入率４７.６�、支

出率３３.６�で、 特別会計合計は、収

入率２９.３�、支出率３９.１㌫。企業会

計は、収入率３９.１�、支出率３６.７㌫

となっています。

　一般会計の支出は、建設事業の

工事費や委託料が、事業完了して

からの支出となりますので、支出

率は低くなっています。

　また特別会計は、国民健康保険

事業や介護保険事業、公共下水道

事業、簡易水道事業など、特定の事

業を行うため設置している会計で、

収入では、国や県からの補助金、市

債が事業完了後に収入となること

や、一般会計からの繰入金が年度

末となることから、収入率は低く

なっています。支出は、建設事業

費などがあり、事業完了後の支出

となるため、上半期の支出率は低

くなっています。

　企業会計には、水道事業、病院事

業、介護老人保健施設事業、診療所

を運営する国民健康保険診療所事

業の４つがあります。水道施設の

建設事業費や、病院の施設改修事

業費、医療機器などの建設事業費

などがあり、一般会計や特別会計

と同じように支出率は低くなって

います。

問
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　：問い合わせ　　：申し込み問 申　：問い合わせ　　：申し込み問 申

●人権相談
１３日�午後１時～３時
中公民館相談室
総務課�２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
□問 

２６日�午後１時～３時
岩村公民館第一研修室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□問 

２２日�午後１時～３時
山岡公民館会議室
山岡振興事務所振興課�５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
□問 

１３日�午後２時～４時
明智公民館２階会議室
明智振興事務所振興課�５４-２１１１（内線１１６）

と　き
ところ
□問 

１４日�午後１時～３時
 寿  限  無 の里
じゅ げ む

上矢作振興事務所振興課�４７-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
□問 

●法律相談（要予約）
８日�・２２日�午後１時～４時
中公民館相談室
総務課�２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
□申 ・□問 

８日�午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□申 ・□問 

１６日�午後１時～４時
明智振興事務所相談室
明智振興事務所振興課�５４-２１１１（内線１１６）

と　き
ところ
□申 ・□問 
●消費生活相談

毎週����午前９時～午後４時
東濃振興局恵那事務所振興課
�２６-１１１１（内線２１１）

と　き
ところ
□問 

●行政相談
２０日�午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□問 

１３日�午後２時～４時
明智公民館２階会議室
明智振興事務所振興課�５４-２１１１（内線１１６）

と　き
ところ
□問 

６日�午前１０～正午
串原コミュニティセンター
串原振興事務所振興課�５２-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
□問 

●家庭・地域・職場なんでも相談
１０日�午後２時～５時、２７日�午後６時～９時
中公民館１階第５会議室
まちづくり推進課�２６-２１１１（内線６２９）

と　き
ところ
□問 

●結婚相談
１６日�午後２時～４時
岩村公民館２階第二研修室
少子化対策推進室�２５-１１５５

と　き
ところ
□問 

●福祉総合相談
毎週月～金曜日午前９時～午後４時
市役所１階福祉安心サポートセンター
相談用直通�２６-２２１２

と　き
ところ
□問 

●ねんきん特別便相談
毎週木曜日午前９時～午後４時
市役所１階市民課
市民課年金係�２６-２１１１（内線１４４・１４５）

と　き
ところ
□問 

●こころの健康相談（要予約）
７日�・２２日�午後２時～４時
恵那保健所１階一般診察室
恵那保健所�２６-１１１１（内線２６２）

と　き
ところ
□問 

１月の相談

り
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す
。
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家賃
（所得による）所在地戸数間取り構造住宅名種

類
￥１７,６００～
３４,６００

明智町

３２ＤＫ鉄筋コンクリー
ト３階建て
オール電化（調理
器未設置）、エレ
ベーター有り

滝坂ハイツ
２１

市
営 ￥２３,１００～

４５,５００

９３ＤＫ

１２ＬＤＫ
（車椅子用）

※入居可能日から３カ月以内に結婚し同居する方は、同居親族の資格があり
ます。昭和３１年４月１日以前に生まれた方・障がい者の方など、公営住宅法に
定める単身での申込資格を満たしている方のみ、単身で申し込みができます。
（単身者は、３ＤＫには申し込みできません）家賃以外に共益費・駐車場使用料
が必要となります。申込者数が募集戸数を上回った場合、公開抽選会で入居者
を決定します。この募集で申し込みがなかった場合、申込期間を延長し、先着
順とします。その際の、申込受付は市役所建築住宅課のみとします

　明智町滝坂地内に建設中の市営
住宅「滝坂ハイツ２１」（３月中旬完
成予定）の入居者を募集します。
□申込資格　住宅に困っている方、
市税を滞納していない方　市内在
住か在勤、同居親族と入居できる
方。車椅子用は、申込者か入居す
る家族に車椅子を常用する方が居

ること、所得制限有り。
□申込期間　１月１８日�～２月５
日�
□入居可能日　４月１日�（予定）
□申込方法　建築住宅課か南部５
振興事務所にある申込書に、必要
書類を添えて申し込む。
　　建築住宅課（内線２３８）

市営住宅「滝坂ハイツ２１」の入居者を募集

問

問
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国
有
林
が
果
た
し
て
い
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
役
割
や
、森
林
の
整
備
、

木
材
の
供
給
な
ど
の
状
況
を
理
解

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
会

議
へ
の
出
席
な
ど
を
依
頼
す
る
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　
　

人
３０

□
モ
ニ
タ
ー
の
期
間　

平
成　

年
２２

４
月
１
日
―
平
成　

年
３
月　

日

２３

３１

□
応
募
資
格　

国
有
林
に
関
心
を

持
つ
成
人
の
方
（
議
員
、
公
務
員
、

過
去
に
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
さ
れ

た
方
な
ど
は
除
く
）。

□
応
募
方
法　

郵
便
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
①
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
②
性
別
③
生
年

月
日
④
年
齢
⑤
郵
便
番
号
⑥
住
所

⑦
職
業
⑧
電
話
番
号
⑨
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
⑩
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
理
由

（
具
体
的
に
）
―
を
明
記
の
上
、
申

し
込
む
。

□
締
め
切
り　

１
月　

日�
（
結

２９

果
は
３
月
中
旬
ま
で
に
、
依
頼
状

の
発
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　
　
　
　

〒
３
８
０
―
８
５
７
５

【
フ
ォ
ル
ダ
＆
フ
ァ
イ
ル
管
理
講

座
】

□
と
き　

２
月
４
日
、　

日
、　

１８

２５

日
（
木
曜
日
）
午
後
１
時
―
３
時

□
内
容　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ

の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
デ
ー

タ
の
保
存
や
、
大
切
な
フ
ァ
イ
ル

を
フ
ォ
ル
ダ
に
整
理
す
る
方
法
を

学
び
ま
す
。

□
講
座
経
費　

５
５
０
円
（
別
途

資
料
代
４
５
０
円
）

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

２
月
２
日
、
９
日
、　
１６

長
野
県
長
野
市
大
字
栗
田
７
１
５

―
５
中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整

室
情
報
管
理
係�
０
５
０
―
３
１

６
０
―
６
５
６
２
、�
０
２
６
―

２
３
６
―
２
６
５
７
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.rinya.m

aff.g
o.jp/chubu/index.htm

l

　

平
成　

年
度
・　

年
度
に
、
市

２２

２３

が
発
注
す
る
物
品
購
入
、
役
務
の

提
供
な
ど
、
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
事
業
所
な
ど
は
、
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
者
な
ど
の
申
請

は
、
県
下
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
共
同
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

□
受
付
期
間　

１
月　

日�
―　

１２

２９

日�
（
当
日
消
印
有
効
）

□
提
出
方
法　

提
出
は
郵
送
に
限

り
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
は
、
財

務
課
に
備
え
付
け
の
提
出
書
類
一

覧
表
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
入
札
・
契
約
（
サ
イ
ト
リ
ン
ク
）

で
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

財
務
課
管
財
係
（
内
線

３
５
６
）
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

恵
那
市
長
島
町
正
家
一
丁
目
１
番

地
1 物

品
な
ど
の
競
争
入
札
の
参

加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

募
集

国
有
林
に
つ
い
て
、
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

日
、　

日
（
火
曜
日
）、
午
前
９

２３

時
半
―　

時
半　
　

１１

□
内
容　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ

の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
文
字

入
力
や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の

使
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
講
座
経
費　

５
５
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室 

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１８

□
締
め
切
り　

１
月　

日�
午
前

１０

　

時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で
。
初

１０め
て
受
講
す
る
方
は
、
１
月　

日
２５

�
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優
先
さ
れ

ま
す
。
再
受
講
者
の
受
講
の
可
否

は
、
１
月　

日�
以
降
に
連
絡
し

２６

ま
す
。

　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

�
０
９
０
―
４
２
６
５
―
９
７
２

７□
と
き　

１
月　

日�
午
前　

時

１２

１０

―
正
午

□
と
こ
ろ　

共
同
福
祉
会
館

　
　

露
木
淳
子�
２
６
―
２
６
６

０

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

２
月
期
講
座
の
ご
案
内

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

　中山道を旅した女性、皇女和宮が訪れた宿場風景を歌

川広重の≪木曽海道六拾九次之内≫よりご覧いただきま

す。また広重が描いた街道絵や、名所絵などに登場した

女性の行楽や旅模様、宿場で働く女性、街道で出会う女

性たちなども紹介します。

「女と旅と広重」
「郷土の画家　伊藤敏博」
１/２０�～２/２８�

企画展

歌川広重≪伊勢名所
二見か浦の図≫

田中コレクション

※年末年始の休館情報は、本紙１２月１日号９�をご覧く
ださい

　　中山道広重美術館�２０-０５２２問

「女と旅と広重」

　この展覧会では画家としての伊藤 敏  博 氏、当地の素封
とし ひろ

家としての伊藤敏博氏、二つの切り口から、画業をたど

ります。

伊藤敏博「田の原高原
の御嶽山」

個人蔵

「郷土の画家
　　伊藤敏博」

み
ん
な
の
掲
示
板

問問

申
・
問

申
・
問
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市
で
は
道
路
の
凍
結
・
積
雪
対

策
と
し
て
幹
線
道
路
を
中
心
に
、

市
内
建
設
会
社
に
除
排
雪
業
務
を

委
託
し
て
い
ま
す
が
、
市
道
全
線

の
委
託
は
難
し
く
、
生
活
道
路
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
手
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
市
道
散
布
用
の
凍
結
防
止
剤

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要

な
方
は
、
建
設
課
ま
た
は
各
地
域

振
興
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

建
設
課
（
内
線
２
０
４
）、
南

整
備
事
務
所
建
設
整
備
課�
５
４

―
２
１
１
１
（
内
線
２
３
０
）

　

恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
や
分
列

行
進
、
一
斉
放
水
な
ど
、
新
春
恒

例
の
市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

▽
式
典
（
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー
）
＝
午
前
８
時

▽
分
列
行
進
（
駅
前
中
央
通
り
）

＝
午
前　

時
半　

▽
恵
那
ト
ビ
は

１０

め
の
確
定
申
告
書
の
作
成
指
導
と

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

２
月
３
日�
　

▽
午
前

の
部
＝
午
前
９
時
半
―　

時
半　

１１

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
半
―
３

時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

□
対
象　

平
成　

年
中
に
、
住
宅

２１

ロ
ー
ン
な
ど
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
・
購
入
、
増
改
築
な
ど
を
行
い

居
住
し
た
方

□
内
容　

来
場
の
順
に
確
定
申
告

書
の
作
成
指
導
を
行
い
ま
す
。

□
必
要
な
書
類　

新
築
・
購
入
、

増
改
築
な
ど
に
よ
り
、
取
得
し
た

マ
イ
ホ
ー
ム
の
登
記
事
項
証
明

書
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、

印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

預
貯
金
の
口
座
（
記
号
）
番
号
の

分
か
る
も
の
な
ど
。

※
控
除
の
た
め
の
要
件
や
添
付
書

類
は
、
事
前
に
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

か
税
務
署
で
確
認
く
だ
さ
い

【
公
的
年
金
受
給
者
の
方
へ
】

　

公
的
年
金
受
給
者
を
対
象
と
し

た
所
得
税
の
確
定
申
告
を
受
け
付

け
ま
す
。
青
色
申
告
決
算
書
や
収

支
内
訳
書
、
譲
渡
所
得
の
内
訳
書

な
ど
の
作
成
が
必
要
な
方
は
、
申

告
期
間
に
税
務
署
な
ど
の
会
場

で
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ご
登
り
（
駅
前
中
央
通
り
）
＝

午
前　

時　

分　

▽
一
斉
放
水

１０

４５

（
大
井
橋
・
佐
渡
橋
間
）
＝
午
前

　

時　

分

１１

１５

□
交
通
規
制　

午
前　

時
―　

時

１０

１１

　

分
ま
で
中
央
通
り
を
中
心
に
交

４５通
規
制
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
間

帯
の
東
濃
鉄
道
の
バ
ス
は
、
石
橋

線
経
由
で
運
行
し
ま
す
。
岐
阜
銀

行
前
の
公
布
町
バ
ス
停
は
小
栗
屋

付
近
に
仮
設
バ
ス
停
を
設
置
し
ま

す
。

□
そ
の
他　

天
候
不
良
の
場
合
は
、

午
前　

時
半
か
ら
、
恵
那
文
化
セ

１０

ン
タ
ー
で
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り

を
行
い
ま
す
。
分
列
行
進
・
一
斉

放
水
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
　

消
防
本
部
消
防
課
消
防
団
係

�
２
６
―
０
１
１
９

【
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
方
な

ど
の
特
別
控
除
】

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
た

案
内

凍
結
防
止
剤
を
配
布

確
定
申
告
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

問

□
と
き　

２
月
９
日�
、　

日�
１０

午
前
９
時
半
―
午
後
４
時
半
（
正

午
―
午
後
１
時
を
除
く
）

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

【
共
通
】

　
　

中
津
川
税
務
署
個
人
課
税
部

門�
０
５
７
３
―
６
６
―
１
２
０

２
（
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て

い
ま
す
。
説
明
会
に
関
す
る
質
問

は
「
２
」、
控
除
の
要
件
・
添
付

書
類
な
ど
の
質
問
は
「
１
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
）

１
月
９
日�
消
防
出
初
式
を

行
い
ま
す

▲恵那トビはしご登り

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙　

月
１
日
号　
�
の
踏

１２

１２

切
拡
幅
工
事
の
記
事
で
、
工
事
が

「
完
成
し
ま
し
た
」
と
記
載
し
ま

し
た
が
、
正
く
は
、　

月　

日�

１２

２５

に
完
成
し
ま
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

　

な
お
車
両
は
、
記
事
の
通
り　
１２

月　

日�
午
前
５
時
か
ら
通
行

２５
で
き
ま
す
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
（
内
線

２
１
６
）

「改正」農地法が施行
最低経営面積は３０アール

　新しい農地法が、１２月８日の閣議決定により１５日から施行されま

した。これは、農地を貸しやすく借りやすくし、農地として最大限

利用できるよう改正されたものです。

　改正に伴い、市農業委員会では、農地を取得するための最低経営

面積（下限面積）を３０アールとしました。今までは旧市町村別に３０

アールから５０アールまで差があ

りましたが、市内全域で３０アー

ルに統一されました。

　改正農地法による申請は、１

月の申請分（１月８日�締め切

り）から適用します。また申請書

の様式や添付書類が一部変更に

なっていますので、新様式での

申請をお願いします。

　　農業委員会事務局（内線５７４）問

問

問

問

23　2010.1.1

市の人口（１２月１日現在）
総数　５５,６１５人（－４２）
 男 　２６,８９６人（－１９）
 女 　２８,７１９人（－２３）
世 帯 　１９,１６６世帯（－１１）
（　）内は前月との比較
市内の火災（１１月）
建物 ０件（１０件）
その他 ２件（２４件）
（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１１月）
人身事故 １２件（１７１件）
物損事故 １３５件（１,４７８件）
負傷者 １４人（２２６人）
死者 ０人（１人）
（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（１１月）
１７４回（１,８４７回）
（　）内は１月からの累計

シアター恵那１月の開催情報

□年末・年始特別シリーズ　１日�
□新春特別シリーズ　６日�～８日�・１０日�
□睦月シリーズ　１７日�～２２日�
□問い合わせ　シアター恵那�２５-７７６７（開門午前１０時）

http://www.kasamatsu-keiba.com/

※笠松競馬以外の地方競馬開催日も営業しています。
１２月２９日�～１月４日�まで、特別観覧席を開場します。
（有料）

　
　

月　

日
、
ビ
バ　

地
場
フ
ェ

１１

１５

!!

ス
タ　

Ｅ
Ｎ
Ａ
２
０
０
９
発
明
王

ｉｎ

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
、
同

フ
ェ
ス
タ
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
市
内
小

中
学
校
の
生
徒
や
一
般
の
方
か

ら
、　

の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ

９６

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、　

人
が

２７

入
選
し
、
特
別
賞
に
は
、
９
人
の

ア
イ
デ
ア
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

発
明
王
に
輝
い
た
の
は
武
並
小

学
校
６
年
の
曽
我 
朱  
莉 
さ
ん
。
作

あ
か 
り

品
の
テ
ー
マ
は
「
ど
こ
で
も
ス
ク

リ
ー
ン
」。「
入
院
中
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
、
楽
な
姿
勢
で
テ
レ
ビ

を
見
て
ほ
し
い
」
と
考
え
、
ど
ん

な
場
所
で
も
、
そ
の
人
に
合
わ

せ
、
画
面
を
映
し
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
す
。
そ

の
ほ
か
の
特
別
賞
を
受
賞
し
た

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
準
発
明
王
＝
森 
美  
代 
さ
ん
（
恵

み 

よ

那
東
中
３
年
）
各
務 
萌 
さ
ん
（
恵

め
ぶ
き

那
西
中
３
年
）　

▽
市
長
賞
＝
高

橋
愛
子
さ
ん（
長
島
小
５
年
）　

▽

恵
那
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝
原
田

ま
ど
か
さ
ん（
明
智
中
３
年
）　

▽

恵
南
商
工
会
長
賞
＝
石
田 
望  
友 
さ

み 

ゆ

ん（
大
井
第
二
小
６
年
）　

▽�
発

明
協
会
岐
阜
支
部
恵
那
支
会
長
賞

＝
大
石 
晃  
穂 
さ
ん
（
上
矢
作
中
１

か 

ほ

年
）、
勝
田 
生  
成 
さ
ん
（
恵
那
北
小

き 
な
り

１
年
）　

▽
特
別
賞
＝
石
田 
麻  
友 

ま 

ゆ

さ
ん
（
恵

那
東
中
３

年
）

　
　

恵
那

商
工
会
議

所�
２
６

―
１
２
１

１

発
明
王
に
武
並
小
６
年
の
曽

我
朱
莉
さ
ん

紹
介

▲受賞者の皆さん

問


